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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型」は、2025年１月10日に第12期の決算を行ないまし
たので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2013年３月25日から2028年１月11日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券に投資を行なう投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益

証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、また

はすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券 

「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜641960＞ 

高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型 
＜愛称 ｢７３(しちさん)資産成長型｣＞ 

第12期（決算日 2025年１月10日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

８期(2021年１月12日) 11,488 10 2.7 65.7 － 29.7 179 

９期(2022年１月11日) 11,075 10 △ 3.5 65.6 － 29.4 139 

10期(2023年１月10日) 9,817 10 △11.3 66.9 － 28.8 117 

11期(2024年１月10日) 9,989 0 1.8 67.7 － 29.5 100 

12期(2025年１月10日) 9,749 0 △ 2.4 63.5 － 29.1 91 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年１月10日 9,989 － 67.7 29.5 

１月末 9,969 △0.2 66.9 29.5 

２月末 9,929 △0.6 67.9 29.6 

３月末 10,047 0.6 66.1 29.5 

４月末 9,887 △1.0 67.6 29.9 

５月末 9,915 △0.7 66.5 29.8 

６月末 10,086 1.0 66.2 30.5 

７月末 10,008 0.2 64.7 28.5 

８月末 10,081 0.9 64.2 29.3 

９月末 10,105 1.2 64.4 29.8 

10月末 9,953 △0.4 66.3 30.3 

11月末 9,968 △0.2 65.4 28.7 

12月末 9,882 △1.1 66.6 29.6 

(期  末)     

2025年１月10日 9,749 △2.4 63.5 29.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年１月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資

を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、原則として、純

資産の70％程度に対して対円で為替ヘッジを行ない、為替変動リスクの低減をめざしております。当作成期間

中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資対象である２つの投資信託証券それぞれにおいて、投資している債券からインカム収入を得たこと。 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、ニュージーラン

ド国債の利回りが低下（債券価格は上昇）したこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、ノルウェークロー

ネやニュージーランドドルなど、ポートフォリオの組入通貨が円に対して下落したこと。 

・投資対象である「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」において、投資対象国の国債利回りが総じて上昇

（債券価格は下落）したほか、為替ヘッジに伴なう費用を支払ったこと。 

 

 

（「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」投資対象国の債券市況） 

当ファンドが投資対象国とした債券市場では、10年国債利回りは期間の初めと比べて総じて上昇しました。 

期間の初めから2024年５月下旬にかけては、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が米国連邦公開市場委

員会（ＦＯＭＣ）後の記者会見で金融緩和に慎重な考えを示したことを受けてＦＲＢによる早期利下げ観測が

後退したことや、米国の雇用統計の内容が堅調だったこと、米国の景況感に関する経済指標が市場予想を上回

り米国の景気減速への懸念が後退したことなどを受けて、各国の10年国債利回りは総じて上昇しました。６月

上旬から９月下旬にかけては、欧州中央銀行（ＥＣＢ）をはじめ、イングランド銀行（ＢＯＥ）、カナダの中

央銀行が利下げを実施したことや、米国の雇用統計が労働需給の緩和を示す内容となったことを背景にＦＲＢ

が大幅な利下げを決め金融緩和に転じたことなどを受けて、各国の10年国債利回りは総じて低下しました。10

月上旬から期間末にかけては、イランがイスラエルに弾道ミサイルで攻撃したと伝わり中東情勢の緊張の高

まりなどが利回りの低下要因となったものの、米国の大統領選挙で共和党候補が当選し次期政権が掲げる財

政拡張がインフレ高進につながるとの見方が広がったことや、ＦＯＭＣにおいてＦＲＢによる今後の利下げ

ペースが鈍化するとの見通しが示されたこと、欧州連合（ＥＵ）加盟国が防衛を目的とする共同資金への拠出

金増のため、債券市場を活用する可能性があるとの報道が警戒されたことなどから、利回りは総じて上昇しま

した。 

 

（「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」投資対象国の債券市況） 

2024年第１四半期～第３四半期は、世界的に金融政策が緩和方向へと大きくシフトしました。ＦＲＢ、ＥＣＢ

などの各中央銀行は、経済成長やインフレに対する懸念を受けて、利下げを開始しました。 

この期間の世界経済の成長パターンは、まちまちとなりました。底堅さの兆しが見られる地域がある一方、

困難な状況に直面した地域もありました。インフレ率は、米国やユーロ圏などの主要地域を中心に鈍化の兆し

が見られ、各中央銀行は金融政策の緩和を進めました。 

ＦＲＢは2024年９月に利下げサイクルを開始し、フェデラル・ファンド（ＦＦ）金利の誘導目標を0.50％引

き下げました。ＥＣＢは金利に対するスタンスを維持しましたが、今後利下げを実施する可能性を示しまし

た。一方、日銀は2024年７月に市場の予想外に政策金利を引き上げ、金融政策のスタンスのシフトを示唆しま

した。 

今後、各中央銀行は利下げサイクルを継続すると予想されますが、経済指標やインフレ動向によってペース

は異なるとみられます。世界経済は成長が続く可能性が高いものの、そのペースは地域によってばらつきが見

られるかもしれません。市場のボラティリティ（変動性）については、地政学的な緊張の継続や貿易摩擦、経

済の不透明感から継続することが予想されます。 

最近の米国の政治動向によってこれらの懸念が高まる可能性があり、来年に財政政策やその他の政策パッ

ケージが完全に発表されるまで、インフレ加速リスクの高まりを受けて債券利回りが高止まりする可能性が

あります。 

投資環境 
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（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券

ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れることで、実質的に純資産総額の70％程度に

対して対円で為替ヘッジを行ないつつ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないました。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

投資対象国は、為替ヘッジ後の金利水準、市場の流動性、財政赤字の状況などを考慮して決定しました。 

期間の初めは、ベルギー、オーストラリア、スウェーデン、カナダ、アメリカの５ヵ国へ投資を行ないまし

た。2024年３月にはカナダを非保有とし、新規にイギリスを組み入れ、また、９月にはスウェーデンを非保有

として、フランスを組み入れました。期間末は、ベルギー、オーストラリア、アメリカ、イギリス、フランス

への投資となりました。各国の投資比率は、ベルギーとオーストラリアの比率を高めに維持しました。 

全体のデュレーション（金利感応度）については、市場環境に応じて機動的に変更しました。 

また、運用方針に従って、すべての外貨建資産について為替ヘッジを行ないました。 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

期間の前半は、ポートフォリオ・レベルのデュレーションを長期化するなど、金利リスクの選好を継続しま

した。中期的には、世界の経済活動がより大幅に鈍化するなか、金利は低下する可能性が高いと予想していま

す。また、先進国の中央銀行は長期にわたる段階的な金融政策の緩和に入るとみています。 

期間の終盤にかけては、米国の大統領選挙を控えて、共和党圧勝となった場合のボラティリティの高まりを

予想し、米国のデュレーション・リスクを戦術的に引き下げました。また、選挙後のボラティリティが落ち着

くまで、高ベータ通貨への配分を引き下げて、アメリカドルを選好しました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第12期 

2024年１月11日～ 
2025年１月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,111   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券ファ

ンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざし

て運用を行なう方針です。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

引き続き、現在投資を行なっているアメリカ、オーストラリア、ベルギー、フランス、イギリスの５ヵ国へ

の投資を継続することを検討します。 

ポートフォリオ全体のデュレーションは現状程度に維持することを検討しますが、市場環境を考慮して機

動的に変更する方針です。外貨建資産については為替ヘッジを行なうことにより、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長をめざします。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

米国では、大統領選挙が2024年11月の主要イベントとなり、共和党が下院で過半数を握り、上院で過半数を

獲得したほか、ドナルド・トランプ氏が大統領に選出されました。その後、トランプ次期大統領は、自身の就

任式の日にカナダとメキシコから輸入されるすべての物品に対して25％の関税を課し、中国に対してはさら

に10％の関税を課すと述べました。2023年に米国はこれらの国から約4,000億ドルの物品を輸入しており、こ

れは輸入総額の42％に達しました。輸入の代替や報復関税、サプライチェーン（供給網）の再編が行なわれな

い場合、関税案は総輸入額に対して8.5％の税金に相当するとされています。関税の経済的根拠は弱く、研究

ではトランプ前大統領による前回の関税のほとんどの影響は国内で負担され、成長が低迷し、インフレが加速

したことが指摘されています。時間の経過とともに、経済成長やインフレのどの部分が影響を受けるかはまだ

不明です。とはいえ、当ファンドでは、移民、関税、税制における大幅な政策変更の発表は迅速に行なわれる

ものの、実施は緩やかなものになると予想しており、2025年のマクロ環境は安定的となる一方、2026年にかけ

ては不透明感が強まるとみています。 

選挙によって消費者心理は足元および見通しの両方で改善しましたが、データでは労働市場や消費、投資の

減速が示されています。住宅ローン金利が上昇するなか、新築住宅販売件数や住宅ローンの申込みは予想され

た通り依然として低迷しています。ＦＲＢは「雇用とインフレの双方のリスクに注意を払う」としています。

ＦＲＢは2024年９月に0.50％の利下げを開始し、11月の会合で0.25％の利下げを実施したのちに、12月の会合

でも0.25％の利下げを行なうなど段階的な緩和サイクルの「新たな局面」に移行しました。住居費以外の価格

がデフレ状態にあり過去６ヵ月間に前年比－0.6％となるなかでも、政策金利見通しの中央値では2025年に

0.25％の利下げが２回のみにとどまることが示唆されています。翌日物金利スワップ（ＯＩＳ）市場で2025年

に織り込まれている利下げは0.40％未満となっています。 

英国では、2024年の秋季予算案が予想以上に拡張的なものとなり、歳出や税制、政府の借入れの継続的な拡

大を通じて国内総生産（ＧＤＰ）比で１％程度の財政拡張緩和が示されました。歳出拡大の約半分は税金から、

残りの半分は借入れから賄われる見込みです。英国国債市場は引き続き警戒的な様子が続いています。 

2024年第３四半期に景気が低迷し、第４四半期の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）や月次ＧＤＰによると同四

半期における回復の見込みは高くないものの、10月のサービスインフレ率は５％近辺で高止まりしており、

ＢＯＥは12月の会合で政策金利を据え置いたことから、利下げに対する切迫感は後退しています。労働市場は

鈍化しており、求人倍率は0.65と新型コロナウイルスのパンデミック（世界的な大流行）前の水準近辺にあり
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ます。ＢＯＥはハト派（金融緩和的な政策を支持）寄りの姿勢であるものの、予算案がＢＯＥの政策見通しに

影響をもたらし、賃金やサービスインフレが４％を下回り予想以上に減速傾向となることがない限り、金融政

策委員会は四半期に１回の利下げにとどまるような段階的な正常化アプローチを堅持する可能性が高まって

います。足元のＯＩＳ市場では、ＢＯＥが2025年２月の次回会合で利下げを実施する確率が72％織り込まれて

おり、2025年の利下げ幅は0.60％未満になるとみられています。 

欧州の複数の中央銀行が2024年半ばにハト派的な姿勢に転じる一方、ノルウェー銀行（中央銀行）はタカ派

（金融引き締め的な政策を支持）的な姿勢を維持しました。今後は小幅な緩和サイクルが見込まれるものの、

同中央銀行はノルウェークローネを下支えし、継続するインフレに対処するために、政策金利をより長期にわ

たって高めに維持する方針です。ノルウェー銀行は、2025年年初の第１四半期を通じて政策金利を据え置く可

能性がありますが、為替市場の過度なボラティリティの高まりに対する慎重な姿勢を維持するなか、こうした

ことが今後の利下げの道筋を決定づけるとみられます。ノルウェーの経済は底堅さを維持しているものの、減

速の兆しが見られます。政策金利が高めであることが経済成長の重しとなっていることは確かですが、景気減

速は他の地域に比べるとそれほど深刻ではありません。鉱工業生産や製造業生産は、経済活動の鈍化を受けて

伸びが減速しています。消費は低迷が続いており、小売売上高は落ち込んでいます。一方で、労働市場では失

業率が足元で上昇基調にあるものの、依然として過去最低水準にあるなど逼迫した状況にあり、ある程度の安

心感がもたらされています。インフレ圧力は緩和しており、2024年11月の総合インフレ率は2.4％と市場予想

をやや上回りましたが、コアインフレ率は３％へと加速して市場予想を大きく上回りました。 

オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）は、低調な経済環境にあるなか、政策金利の維持を決定して柔軟性を示

しました。総合インフレ率は、2024年第３四半期に前年同期比2.8％へと減速し、ＲＢＡの目標レンジである

２～３％の範囲に収まったものの、これは一時的な電力料金補助を受けたものであり、インフレ圧力は高止ま

りしています。コアインフレ率のトリム平均（変動の激しい項目を除く）は前年同月比3.5％と目標レンジを

大幅に上回り、ＲＢＡが持続的な物価上昇圧力に着目していることと整合的となりました。力強い労働市場と

相まって、これらの数値は利下げが実施される可能性が当面低いことを示しています。現在の予想では、2025

年第２四半期に利下げが開始されるとみられています。ＲＢＡは直近の政策会合でタカ派的な姿勢を維持し、

総合インフレ率が目標レンジに戻ることは金融緩和を意味するわけではないと強調しました。コアインフレ

や力強い労働市場に対する懸念から、ＲＢＡは慎重な姿勢を示しており、インフレリスクに十分に対処したう

えで利下げを検討する考えを強めています。 

ニュージーランドでは金融環境が緩和しつつあり、いくつかの指標で緩和の強まりが示唆されています。信

用の供給状況や銀行融資がより緩和的となり、また株式市場は世界のトレンドに沿って上昇基調となってい

ます。しかし、おそらく足元における世界的な金利上昇を受けて、10年物の実質利回りが高止まりしているこ

とが、国内の債券市場に圧力をもたらしています。ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）は経済を下支えす

るために再び断固とした措置を取っています。直近の政策会合で、金融政策委員会は政策金利を0.50％引き下

げて4.25％とし、２会合連続で0.50％の利下げを実施しました。ＲＢＮＺのオア総裁は、経済見通しが足元の

予想通りであることを踏まえ、次回2025年２月の政策会合で0.50％の追加利下げを実施する可能性を示唆し

ました。インフレが抑制されている現在、ＲＢＮＺの措置は経済成長を刺激することを目的としており、経済

を押し上げるために必要な場合には積極的な措置を取る意向を示しています。 

原則として、金利水準や各国のファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）を考慮して投資を行なう方針です。

債券市況、為替市況、各国のファンダメンタルズなどの変化にあわせ、投資比率並びに投資対象国（通貨ベー

ス）およびポートフォリオのデュレーションの変更を柔軟に検討する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   
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○１万口当たりの費用明細 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 82  0.825  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (30)  (0.297)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (49)  (0.495)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 11   0.113   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.012)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (10)  (0.096)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 93   0.938    

期中の平均基準価額は、9,985円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 2,696 2,285 5,579 4,765  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 3,091 3,398 7,224 8,070 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

区       分 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ

Ａ

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ

Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

投資信託証券 2 2 100.0 4 4 100.0 
 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2025年１月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 35,396 32,512 26,540 29.1 

合 計 35,396 32,512 26,540 29.1 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 61,153 57,020 61,741 
 
（注） 親投資信託の2025年１月10日現在の受益権総口数は、27,912,352千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年１月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 26,540 28.9 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 61,741 67.3 

コール・ローン等、その他 3,498 3.8 

投資信託財産総額 91,779 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ソブリン（円ヘッジ）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（28,713,465千円）の投資信託財産総額（30,637,954千

円）に対する比率は93.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=158.18円、1ユーロ=

162.85円、1イギリスポンド=194.58円、1オーストラリアドル=97.93円。 

 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年１月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 91,779,118   

 コール・ローン等 3,383,527   

 投資信託受益証券(評価額) 26,540,232   

 ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド(評価額) 61,741,544   

 未収配当金 113,794   

 未収利息 21   

(B) 負債 486,571   

 未払解約金 869   

 未払信託報酬 392,351   

 その他未払費用 93,351   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 91,292,547   

 元本 93,643,167   

 次期繰越損益金 △ 2,350,620   

(D) 受益権総口数 93,643,167口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,749円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は100,823,688円、期中追加設定元本

額は11,493,016円、期中一部解約元本額は18,673,537円です。

（注） １口当たり純資産額は0.9749円です。 

（注） 2025年１月10日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は2,350,620円です。 

○損益の状況 (2024年１月11日～2025年１月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,341,439   

 受取配当金 1,337,590   

 受取利息 3,851   

 支払利息 △         2   

(B) 有価証券売買損益 △ 2,723,284   

 売買益 153,825   

 売買損 △ 2,877,109   

(C) 信託報酬等 △   884,239   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,266,084   

(E) 前期繰越損益金 △ 4,231,537   

(F) 追加信託差損益金 4,147,001   

 (配当等相当額) (  14,017,632)  

 (売買損益相当額) (△ 9,870,631)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,350,620   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 2,350,620   

 追加信託差損益金 4,147,001   

 (配当等相当額) (  14,024,558)  

 (売買損益相当額) (△ 9,877,557)  

 分配準備積立金 15,114,617   

 繰越損益金 △21,612,238   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年１月11日～2025年１月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年１月11日～ 
2025年１月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 2,349,970円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 14,024,558円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 12,764,647円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 29,139,175円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,111円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型＜愛称 ｢７３(しちさん)資産成長型｣＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年１月11日から2025年１月10日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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